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総
合
計
画
と
は 

　
総
合
計
画
と
は
、
川
辺
町
の
あ

る
べ
き
姿
を
展
望
し
な
が
ら
、
今

後
５
年
間
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り

の
理
念
と
具
体
的
な
方
向
を
示
す

も
の
で
す
。
ま
た
、
町
が
策
定
す

る
各
種
計
画
の
上
位
計
画
で
あ
る

と
と
も
に
、
町
民
の
み
な
さ
ん
と

の
約
束
ご
と
で
あ
り
、
と
も
に
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
指
針
と
な
る

も
の
で
す
。 

 

策
定
ま
で
の
経
緯 

　
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
昨
年
度

に
行
っ
た
住
民
意
識
調
査
の
結
果

を
参
考
に
し
、
役
場
内
の
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
、
策
定
委
員
会
で

原
案
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ
れ
を

町
民
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
る
川

辺
町
総
合
計
画
審
議
会
に
対
し
て

町
長
か
ら
諮
問
を
行
い
、
お
よ
そ

１
年
に
わ
た
り
慎
重
に
審
議
を
重

ね
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
こ
の
た
び
６
月
の
町
議

会
に
お
い
て
基
本
構
想
案
が
可
決

さ
れ
、
今
後
は
、
基
本
計
画
、
実

施
計
画
の
策
定
を
目
指
し
ま
す
。 

   

総
合
計
画
の
構
成 

　
川
辺
町
第
４
次
総
合
計
画
は
、

「
基
本
構
想
」「
基
本
計
画
」「
実

施
計
画
」
で
構
成
さ
れ
ま
す
。 

「
基
本
構
想
」 

　
町
の
将
来
像
と
こ
れ
を
実
現
す

る
た
め
の
施
策
の
方
針
を
明
ら
か

に
す
る
も
の
で
す
。
計
画
期
間
は

平
成
20
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
ま

で
の
５
年
間
で
す
。 

「
基
本
計
画
」 

　
基
本
構
想
で
示
す
将
来
像
の
実

現
に
向
け
て
、
施
策
を
体
系
的
に

定
め
る
も
の
で
す
。
計
画
期
間
は

平
成
20
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
ま

で
の
５
年
間
で
す
。 

「
実
施
計
画
」 

　
基
本
計
画
の
施
策
の
内
容
や
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
明
ら
か
に
し
た
も

の
で
す
。
社
会
の
動
向
に
柔
軟
に

対
応
す
る
た
め
、
３
か
年
度
を
計

画
期
間
と
し
て
毎
年
度
見
直
し
を

行
い
ま
す
。
（
左
図
参
照
） 

          

   

社
会
の
成
熟
化
　 

　
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
現
代

社
会
に
お
い
て
、
私
た
ち
を
取
り

巻
く
状
況
も
大
き
く
変
化
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
人
口
増

加
や
経
済
成
長
を
前
提
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
か
ら
大
き
く
転
換
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
い
つ

ま
で
も
快
適
で
元
気
に
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
さ
ら
に
心
の
豊
か
さ
を
実
感
で

き
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
も
引
き

続
き
求
め
ら
れ
て
お
り
、
福
祉
や

生
涯
学
習
、
環
境
に
か
か
わ
る
活

動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
社
会

貢
献
に
つ
い
て
も
、
関
心
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
「
県
民
協
働
宣
言
」
（
岐

阜
県
）
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

町
民
一
人
ひ
と
り
が
自
立
・
自
助

の
精
神
を
育
み
な
が
ら
、
地
域
に

お
い
て
助
け
合
い
、
行
政
と
と
も

に
ま
ち
づ
く
り
を
担
っ
て
い
く
こ

と
が
ま
す
ま
す
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。 

  

総
合
計
画
の
概
要 

ま
ち
づ
く
り
の
潮
流
と
課
題 

20年度 21 22 23 24

基本構想 

基本計画 

実施計画 

平成20年度～平成24年度 

平成20年度～平成24年度 

平成20年度～平成22年度 

平成21年度～平成23年度 

平成22年度～平成24年度 

川辺町は第４次総合計画基本構想を策定しました川辺町は第４次総合計画基本構想を策定しました。 

「総合計画」といわれても、実生活には無関係なもののよ「総合計画」といわれても、実生活には無関係なもののように感じられてしまうかもしれうに感じられてしまうかもしれ

ませんが、将来の川辺町や私たちの生活を大きく左右するませんが、将来の川辺町や私たちの生活を大きく左右する、まちづくりの指針であり、町、まちづくりの指針であり、町

にとって、とても大切なものなのですにとって、とても大切なものなのです。 

今月号は第４次総合計画を特集します今月号は第４次総合計画を特集します。 

川辺町は第４次総合計画基本構想を策定しました。 

「総合計画」といわれても、実生活には無関係なもののように感じられてしまうかもしれ

ませんが、将来の川辺町や私たちの生活を大きく左右する、まちづくりの指針であり、町

にとって、とても大切なものなのです。 

今月号は第４次総合計画を特集します。 

川
辺
町
第
4
次
総
合
計
画 

基
本
構
想
が
決
ま
り
ま
し
た

基
本
構
想
が
決
ま
り
ま
し
た
。
 

基
本
構
想
が
決
ま
り
ま
し
た
。
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ま
ち
づ
く
り
の
指
標 

住
民
意
識
調
査
結
果
か
ら 

　
昨
年
６
月
に
第
４
次
総
合
計
画

策
定
に
向
け
て
、
生
活
環
境
や
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
性
に
つ
い
て
町

民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
う
か
が

う
た
め
、
「
第
４
次
総
合
計
画
策

定
に
か
か
る
住
民
意
識
調
査
」
、

中
学
生
を
対
象
と
し
た
「
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
の
意
識
調
査
」
を

実
施
し
、
こ
れ
ら
の
結
果
は
広
報

か
わ
べ
号
外
「
住
民
意
識
調
査
結

果
」
で
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

　
町
民
の
み
な
さ
ん
は
川
辺
町
の

自
然
環
境
や
上
水
道
、
下
水
道
の

整
備
に
は
お
お
む
ね
満
足
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
雇
用
環
境
や

周
辺
の
ま
ち
へ
の
交
通
の
便
な
ど

に
不
満
を
持
た
れ
て
い
る
方
が
多

い
と
い
う
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し

た
。 

　
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
は
大
切
な

基
礎
資
料
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

    

人
口 

　
国
勢
調
査
に
よ
る
川
辺
町
の
人

口
は
昭
和
40
年
か
ら
増
加
し
続
け
、

平
成
12
年
に
は
１
万
１
０
０
０
人

を
超
え
ま
し
た
が
、
平
成
17
年
の 

調
査
で
は
１
万
８
３
８
人
と
減
少

に
転
じ
ま
し
た
。
川
辺
町
の
今
後

の
推
計
人
口
は
、
少
子
化
や
社
会

減
に
よ
る
影
響
な
ど
か
ら
減
少
が

続
く
と
考
え
ら
れ
、
平
成
29
年
に

は
１
万
人
を
割
る
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。 

                   

　
岐
阜
県
全
体
で
も
平
成
17
年
の

国
勢
調
査
で
は
人
口
が
わ
ず
か
に

減
少
し
、
岐
阜
県
全
体
の
人
口
は

減
少
局
面
に
入
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
川
辺
町
に
お
い
て
も

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
を
前
提

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
す
。 

                 

産
業
・
所
得 

　
町
民
の
う
ち
の
就
業
者
数
は
平

成
12
年
で
５
６
５
２
人
で
あ
り
、

平
成
７
年
と
比
較
し
て
微
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。
特
に
女
性
の
就
業

者
数
は
増
加
の
傾
向
を
見
せ
て
い

ま
す
が
、
今
後
に
お
い
て
全
体
で

は
減
少
し
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ

れ
ま
す
。 

　
産
業
別
従
事
者
数
内
訳
と
し
て

は
第
１
次
産
業
が
２
４
７
人
（
４
．

４
％
）
、
第
２
次
産
業
が
２
７
３

０
人
（
４８
．
３
％
）
、
第
３
次
産

業
が
２
６
７
４
人
（
４７
．
３
％
）

と
な
っ
て
お
り
、
過
去
10
年
間
の

比
較
で
は
第
１
次
及
び
第
２
次
産

業
が
減
少
、
第
３
次
産
業
が
増
加

し
て
い
ま
す
。 

            

　
一
方
、
川
辺
町
地
内
に
お
け
る

就
業
者
数
は
４
９
１
０
人
で
あ
り
、

７
４
２
人
の
流
出
超
過
と
な
っ
て

い
ま
す
。
内
訳
は
第
１
次
産
業
従

事
者
が
２
７
３
人
（
５
．
６
％
）
、

第
２
次
産
業
が
２
７
４
０
人
（
５５

．
８
％
）
、
第
３
次
産
業
が
１
８

９
６
人
（
３８
．
６
％
）
と
第
２
次

産
業
従
業
者
の
割
合
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、
事
業
所
企
業

統
計
調
査
に
よ
れ
ば
最
近
10
年
間

に
お
け
る
町
内
事
業
所
の
全
従
業

者
数
は
15
％
近
く
の
減
少
と
な
っ

て
お
り
、
特
に
製
造
業
に
お
い
て

そ
の
傾
向
が
顕
著
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

   

            

　
ま
た
、
平
成
16
年
の
工
業
統
計

調
査
に
よ
れ
ば
製
造
品
出
荷
額
等

合
計
は
お
よ
そ
４
４
１
億
円
で
あ

り
、
過
去
10
年
間
を
比
較
す
る
と

平
成
８
〜
９
年
を
頂
点
と
し
て
若

干
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　

　
さ
ら
に
平
成
14
年
の
商
業
統
計

調
査
に
よ
る
年
間
商
品
販
売
額
は

お
よ
そ
92
億
円
で
あ
り
、
平
成
６

年
と
比
較
し
て
大
き
く
減
少
し
て

い
ま
す
。 

　
川
辺
町
民
一
人
あ
た
り
の
年
間

所
得
金
額
は
お
よ
そ
２
７
２
万
円

（
平
成
15
年
岐
阜
県
の
市
町
村
民

経
済
計
算
）
で
あ
り
県
平
均
と
比

較
し
て
４
．
５
％
、
圏
域
平
均
と

比
較
し
て
２
．
８
％
下
回
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
過
去
10
年
間
を
比

較
す
る
と
こ
の
指
標
に
つ
い
て
も

平
成
9
年
を
頂
点
と
し
て
若
干
の

減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

12，000
（人） 

S55年 

10，255 10，371
10，650

10，950 11，013

推計値 

10，838 10，642
10，347

9，916

S60年 H2年 H7年 H12年 H17年 H20年 H24年 H29年 

11，000

10，000

9，000

8，000

7，000

6，000

昭和40年 

50年 

60年 

平成7年 

17年 

20年 

24年 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

62.527.7 9.8

10.5

12.7

18.2

24.3

26.8

30.9

65.723.8

66.121.2

64.417.4

60.914.8

59.913.3

57.112.0

年少人口 
 （0～14歳） 

川辺町の人口推移 

年齢区分別人口 

推
計
値 

生産年齢人口 
 （15～64歳） 

老年人口 
 （65歳以上） 

分類不可 
1人 
0.0％ 

第一次産業 
247人 
4.4％ 

合計 
5,652人 第三次産業 

　2，674人 
　47.3％ 

第二次産業 
　2，730人 
　48.3％ 

常住地別産業人口割合 

従業地別産業人口割合 

分類不可 
1人 
0.0％ 

第一次産業 
　273人 
　5.6％ 

第三次産業 
1，896人 
38.6％ 

合計 
4,910人 

第二次産業 
2，740人 
55.8％ 
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川
辺
町
で
は
、
平
成
7
年
に
「
川

辺
町
第
３
次
総
合
計
画
」
を
策

定
し
、
概
ね
10
年
間
『
み
ん
な

で
築
く
魅
力
と
活
力
あ
る
ま
ち
』

を
将
来
像
と
し
て
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
は

こ
の
成
果
を
活
か
し
て
川
辺
町

ら
し
さ
を
一
層
伸
ば
す
と
と
も
に
、

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。
こ
の
た
め
「
川
辺
町

第
４
次
総
合
計
画
」
に
お
け
る

将
来
像
は
、
次
の
よ
う
に
定
め

ま
す
。 

 

『
美
し
く
輝
く 

　
水
辺
と
心
を
育
む
ま
ち
』 

 

　
川
辺
ダ
ム
湖
や
水
を
育
む
豊

か
な
山
地
・
森
林
の
自
然
を
大

切
に
し
、
次
代
に
継
承
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
が
元

気
に
育
つ
と
と
も
に
、
育
っ
た

若
者
が
住
み
続
け
た
く
な
り
、

お
年
寄
り
と
な
っ
て
も
健
康
に

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
、
み
ん
な
で
支
え
合
う

活
力
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す 

  

「
美
し
く
輝
く
　
水
辺
と
心
を
育
む
ま
ち
」
を
目
指
す
た
め
に

は
、
川
辺
町
が
有
す
る
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、

町
民
と
共
通
の
目
標
を
持
っ
て
協
働
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
が
必
要
で
す
。 

　
こ
の
た
め
、
「
基
本
計
画
」
に
お
い
て
示
す
施
策
を
有
効
に

組
み
合
わ
せ
て
、
部
門
（
分
野
）
を
超
え
た
横
断
的
・
重
点
的

な
取
り
組
み
と
し
て
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
掲
げ
ま
す
。 

   

　
川
辺
ダ
ム
湖
を
活
か
し
た
、
美
し
い
水
辺
な
ど
の
ふ
る
さ
と

を
創
出
し
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
取
り
組
み
や
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
町
外
の
人
々
と
の
交
流
の
場

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。 

 

ス
ポ
ー
ツ
・
交
流
の
振
興 

○
国
民
体
育
大
会
（
ボ
ー
ト
競
技
） 

　
の
開
催 

○
観
光
振
興
対
策
の
推
進 

○
国
際
交
流
活
動
の
推
進 

 

福
祉
の
推
進 

○
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

○
障
が
い
者
の
自
立
と
社
会
参
加
支
援 

○
地
域
福
祉
推
進
体
制
の
確
立 

 

健
康
づ
く
り
運
動
の
展
開  

○
保
健
事
業
の
充
実 

○
福
祉
医
療
制
度
の
充
実 

○
各
社
会
保
障
制
度
の
適
正
運
営 

川
辺
町
の
将
来
像 

基
　
　
本
　
　
構
　
　
想 

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

川
辺
町
の
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
る
上
で
、
３
つ
の

理
念
に
よ
り
進
め
て

い
き
ま
す
。 

安
心
し
て
健
康
に
暮

ら
せ
る
環
境
を
整
え

る
こ
と 

豊
か
な
自
然
と
産
業

活
動
を
調
和
し
て
い

く
こ
と 

新
た
な
時
代
に
対
応

し
、
と
も
に
築
き
・

創
造
し
て
い
く
こ
と 

ま
ち
づ
く
り
の 

         

理
念 

川
辺
町
が
目
指
す
将
来
像
を
実
現

す
る
た
め
の
分
野
別
の
目
標
で
す
。

今
後
、
さ
ら
に
具
体
的
な
施
策
が

盛
り
込
ま
れ
る
基
本
計
画
、
実
施

計
画
が
策
定
さ
れ
、
町
政
に
反
映

さ
れ
て
い
き
ま
す
。 

基
本
施
策
の
体
系 

町
民
と
と

も
に
目
指

す
川
辺
町

の
将
来
像

で
す
。 

将
来
像 

美しく輝く　水辺と心を育むまち 

創
造
性
豊
か
な
心
を
育
む
ま
ち
づ
く
り 

支
え
あ
い
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る 

                

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り 

活
力
を
創
出
し
元
気
に
な
る 

                  

ま
ち
づ
く
り 

便
利
で
快
適
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る 

                  

ま
ち
づ
く
り 

環
境
と
人
を
大
切
に
し
て 

    

恵
み
を
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り 

手
を
と
り
あ
っ
て
み
ん
な
が
輝
く 

                 

ま
ち
づ
く
り 

１
．
美
し
い
水
辺
と
健
康
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 
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【問い合わせ先】 

　　役場総務企画課 

　　Tel 53-2511（内線215） 

美
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り  

○
優
良
農
地
の
保
全
と
有
効
活
用 

○
森
林
の
保
全 

○
公
園
・
緑
地
の
維
持
管
理 

 

環
境
に
配
慮
し
た
生
活
の
推
進  

○
下
水
道
の
整
備 

○
環
境
保
全
意
識
の
高
揚 

○
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進 

      

　
子
育
て
に
適
し
た
川
辺
町
で
あ
る
と
と
も
に
、
育
っ
た

若
者
が
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
町

民
が
活
発
に
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
、

産
業
お
こ
し
や
地
域
活
動
、
芸
術
文
化
な
ど
の
活
動
を
振

興
し
て
い
き
ま
す
。 

 

次
世
代
の
育
成 

○
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り 

○
青
少
年
の
育
成 

○
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

 

住
民
活
動
の
支
援 

○
学
習
機
会
の
充
実 

○
文
化
・
芸
術
の
振
興 

 

住
民
と
の
協
働  

○
住
民
参
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進 

○
自
治
会
活
動
の
支
援 

企
業
誘
致
と
起
業
の
推
進 

○
新
た
な
企
業
の
誘
致 

○
新
た
な
商
業
地
の
対
応 

○
雇
用
の
安
定
確
保 

 

生
活
基
盤
の
確
立 

○
民
間
宅
地
開
発
の
促
進 

○
道
路
網
の
整
備 

○
安
全
で
お
い
し
い
水
の 

　
安
定
供
給 

 

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の 

推
進 

○
福
祉
バ
ス
の
運
行 

○
地
域
情
報
基
盤
の
充
実
、 

　
整
備 

      

　
防
災
・
防
犯
対
策
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
・

安
心
で
住
み
や
す
い
川
辺
町
と
し
て
い
く
と
と
も
に
、

効
率
的
で
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
行
政
運
営
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。 

 

防
災
対
策
の
推
進 

○
治
山
・
治
水
事
業
の
実
施 

○
防
災
体
制
の
充
実 

○
消
防
体
制
の
強
化 

  

住
民
活
動
の
支
援 

○
防
犯
意
識
の
高
揚 

○
交
通
安
全
思
想
の
普
及 

 

身
近
な
行
政
の
推
進 

○
消
費
者
保
護
対
策
の
充
実 

○
相
談
体
制
の
充
実 

○
女
性
の
社
会
参
画
の
充
実
・ 

　
支
援 

 

広
報
・
広
聴
の
推
進 

○
広
報
・
広
聴
活
動
の
充
実 

 

効
率
的
な
行
政
の
推
進 

○
行
政
改
革
の
着
実
な
推
進 

○
財
源
の
有
効
活
用
と
重
点
配 

　
分 

○
広
域
行
政
の
推
進 

２
．
活
力
を
養
う
仲
間
づ
く
り
・
人
づ
く
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

３
．
効
率
的
で
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 
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13
5

（日） 　学童軟式野球加茂郡大会で川辺イー

グルスが優勝しました。 

　4月29日に開幕し、加茂郡内の13チ

ームが参加した本大会で、川辺イーグ

ルスは5月13日の決勝戦まで勝ち進み、

富加コンドルズを4対1で破り、見事優

勝を決めました。 

16
5

（水） 　井戸芳子さん（上川辺）と垣下公子

さん（中川辺）が多年にわたる食生活

改善の推進、母子保健活動、健康づく

り実践活動など地域保健活動事業に尽

力された功績が認められ、岐阜県市町

村保健活動推進協議会長表彰を受けら

れました。 

16
5

（水） 　各分野で県の発展に功績があった人などを表彰する「各界功

労者表彰」を太田嘉俊さん（比久見）が受賞しました。太田さ

んは飛騨川漁業協同組合長などを歴任され、長年にわたり水産

業の発展に尽くされたことが高く評価されての受賞となりまし

た。 

17
5

（木） 　川辺第二保育所で保護者が一日保育士体験に挑戦しました。

この取り組みは保護者に保育所のことをより深く知っていただ

くため、今年度から始められました。毎月の誕生会に合わせて

行われ、誕生月の園児の保護者が招待されます。 

　この日は、あいにくの雨天のため、室内で体操やフォークダ

ンスなどをしました。「おかあさん先生」は園児に大人気で、

一度に多くの園児からおんぶや抱っこをせがまれて悲鳴をあげ

る場面もありました。体験を終えた保護者からは、「とても楽

しかったが、日頃の先生の大変さもよく分かった。」「家庭で

のしつけを振り返るよい機会になった。」という声が聞かれま

した。 
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20
5

（日） 　スポレク春2007ウォーキング（町体育指導員・体育委

員協議会および教育委員会主催）が開催されました。平

成16年度から始まり、4回目となる今回は、晴天に恵まれ、

初夏の陽気の中で行われました。150人の参加者は、川

辺海洋センターを出発し、鹿塩の春日神社を経由し、再

び川辺海洋センターに戻る一周約7.5㎞のコースを自分の

体力に合わせて「速い」「普通」「遅い」の3つのチーム

に分かれて、それぞれのペースでウォーキングを楽しみ

ました。 

23
5

（水） 　川辺町では、住民本位の町政を実現するため、町長お

よび町職員が町民のみなさんとひざを交えて町政につい

て意見を交わす「まちづくり座談会」を開催しています。

上川辺区で行われたこの日は、住民課と基盤整備課の職

員が訪問し「国民健康保険制度」と「一般住宅耐震工事」

について説明をさせていただきました。会の後半では、

町政に対して活発に意見が交わされました。今後も年間

を通じて町内各地区で開催されますので、お住まいの地

区で開催される際には、ぜひご参加ください。 

1
（金） 　立志のつどいは27年前から行われている川辺中学校の

恒例行事で、元服の儀式にちなんで、中学2年生を対象に

大人への一歩を踏み出す自覚を促すために行われています。 

　1日目の夜に立志式が行われ、決意や目標を四字熟語に

込め、色紙に書きステージで読み上げました。2日目には

雨の中、丸黒山登山を行い、全生徒が無事登頂を果たし

ました。夜には学校が事前に預かっていた親からの手紙

を手渡されました。親の温かい思いに触れ、涙を浮かべ

ながら返事を書く生徒もいました。3日目は「カレー炊飯」

を行い、班で協力して作ったカレーは、どの班もとても

おいしく出来上がり、忘れられない味になりました。 

　この3日間で生徒たちは多くのことを学び、人間として

ひと回り大きく成長したことでしょう。 

31
（木） 

30
5 6

（水） 
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26
5

（土） 

5
6

（火） 

　体育指導委員・体育委員協議会主催のバランスボール教室

を川辺北小学校体育館で開催しました。身体の健康やダイエ

ットについて日頃から気にかけている女性を中心に、幅広い

年代層の35人が参加しました。 

　参加者は55㎝程の大きなボールを使って、約1時間楽しく

運動し、爽やかな汗を流していました。なお、この教室は、

11月にも開催予定です。 

3
6

（日） 　6月3日（日）に加茂郡体育大会が行われ、各種目に川辺町の代表チームが出場しまし

た。多くの競技で川辺町のチームが優勝を飾り、また総合得点でも3位になるなど、川辺

町勢の健闘が光りました。 

　大会の結果は以下のとおりです。 

　東プレ岐阜株式会社（下川辺  従業員160名）が、中濃労

働基準協会より無災害10年以上の事業所に贈られる優良賞

を受賞されました。今回の表彰では、関労働監督署管内で唯

一の受賞です。 

　東プレ岐阜株式会社は、日頃から整理・整頓・清潔・清掃・

しつけ・習慣の6S活動など安全衛生に力を入れて取り組ん

でおり、10年間無災害を達成しました。 

バレーボール 

ソフトボール 

軟式野球 

卓球 

2位 一 般 女 子  

3位 家 庭 婦 人  

優勝 一 般 男 子  

優勝 レディース 

5位 壮 年 男 子  

3位 エ ル ダ ー  

優勝 実 年 男 子  

3位 一 般 の 部  

5位 壮 年 の 部  

3位 一 般 男 子  

4位 一 般 女 子  

剣道 

クレー射撃 

バドミントン 

ゲートボール 

サッカー 

グラウンド・ゴルフ 

ソフトバレーボール 

3位 一 般  

優勝 一 般  

3位 一 般 男 子  

優勝 一 般 女 子  

6位 一 般 男 子  

5位 一 般 女 子  

3位 一 般 男 子  

7位 一 般  

2位 一 般 の 部  

優勝 壮 年 の 部  



9 KAWABE 2007.7

寄付・寄贈  

5
6

（火） 　川辺東小学校4年生が総合学習の時間に田植えに挑戦しました。

田植えは今回が初めてという児童が大半で、慣れない足場に苦

戦しながらも、地域の方の指導のもと、丁寧に苗を植えていき

ました。児童らは、泥まみれになりながら農業の大変さを実感

できたようです。10月上旬には稲刈りも予定しています。 

　川辺東小学校に南極の氷が届けられました。この氷は平成19

年1月10日に昭和基地周辺の小氷山から採取され、南極観測船「し

らせ」が持ち帰ったものです。南極の氷は、大陸に降り積もっ

た雪が、自身の重さで長い年月をかけて圧縮されて氷となるため、

内部に多くの気泡を含んでおり、全体が白っぽく見えます。そ

して氷が溶けるときに気泡がはじけて「パチパチ」と音を立て

ます。休み時間に玄関前に展示され、児童らは交代で氷を触っ

たり、耳にあてて「パチパチ」という音に耳を澄ませていました。 

11
6

（火） 

13
6

（水） 　川辺町教育委員会は町民のみなさんに生き甲斐や生活の充実感を持っていただくため

のお手伝いとして、公民館講座を開催しています。今年度前期は、「こだわりコーヒー講

座」、「手作りパン講座」、「川辺町ぐるっと歴史めぐり講座」、「シルバーアクセサリー講

座」、「一五一会講座」が開講されています。6月13日は、このうち3講座が開講され、生

徒さんたちは楽しくも真剣に受講していました。 

《
川
辺
町
へ
》 

川
辺
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

様

　
　 

横
断
旗
　
１
３
０
本 

　  

交
通
安
全
看
板
　
３
基 

         

《
社
会
福
祉
協
議
会
へ
》 

高
橋
章
男
　
様 

　
　  

￥
１
０
０
，
０
０
０  

 

大
脇
カ
ラ
オ
ケ
教
室
　
様

（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
） 

　
　     

￥
１
３
，
７
９
３ 

◎
寄
付
・
寄
贈 

―
あ
り
が
と
う
 

　
　
ご
ざ
い
ま
す
―
 

　
社
会
福
祉
な
ど
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
、
寄
付
・
 

寄
贈
を
し
て
い
た
だ
き
ま
 

し
た
。
 

一五一会講座 手作りパン講座 こだわりコーヒー講座 
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い
く
ば
く
の
残
生
な
ら
む
そ
れ
は
そ
れ
 

 
老
友
は
買
い
た
り
果
実
苗
を
ば
　
　
　
　
横
山
　
寿
子
 

 
 

雨
の
日
も
路
上
に
立
ち
て
見
守
り
ぬ
 

 
下
校
の
子
等
に
声
を
掛
け
や
る
　
　
　
　
岩
井
三
千
代
 

 
 

新
緑
の
山
裾
分
け
て
篁
の
 

 
衣
替
へ
す
る
浅
黄
明
る
し
　
　
　
　
　
　
山
田
　
志
ま
 

 
 

石
垣
に
ひ
っ
そ
り
咲
き
い
る
野
す
み
れ
を
 

 
引
き
残
せ
る
は
老
い
の
道
草
　
　
　
　
　
遠
藤
　
正
枝
 

 
 

よ
も
ぎ
生
ふ
る
坂
道
通
り
て
思
ひ
出
す
 

 
雛
に
供
へ
し
菱
形
餅
を
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
君
子
 

 
 

分
校
の
桜
の
古
木
花
咲
き
て
 

 
巣
立
ち
た
る
子
等
今
し
思
う
や
　
　
　
　
渡
辺
　
節
夫
 

 
 

裏
庭
の
し
ゃ
が
満
開
に
白
し
ろ
と
 

 
羽
二
重
広
げ
し
夕
べ
の
フ
ロ
ア
　
　
　
　
長
瀬
　
宗
子
 

 
 

千
本
桜
見
上
げ
る
人
も
引
か
れ
ゆ
く
 

「
花
よ
り
だ
ん
ご
」
の
出
店
の
香
り
に
　
　
赤
坂
富
美
子
 

 
 

我
こ
そ
と
お
手
玉
と
り
合
い
幼
な
子
に
 

 
な
り
て
競
い
ぬ
同
窓
会
の
夜
　
　
　
　
　
肥
田
　
節
子
 

 
 

さ
ざ
ん
か
の
小
さ
き
苗
が
季
待
ち
て
 

 
精
よ
く
咲
き
つ
ぐ
半
世
紀
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
久
美
 

 
 

誉
め
ら
れ
し
言
葉
を
裡
に
く
り
返
し
 

 
も
の
憂
き
ひ
と
日
の
道
づ
れ
と
す
る
　
　
垣
下
　
博
子
 

晩
鐘
の
長
き
余
韻
や
若
葉
風
　
　
　
　
　
　
纐
纈
　
年
夫 

庭
石
の
古
る
る
に
ま
か
せ
さ
つ
き
咲
く
　
　
青
山
　
初
代 

緑
蔭
を
選
び
て
登
る
三
千
院
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
武
子 

と
　
も 

で 

み
せ 

た
か
む
ら 

115

おいしい給食 おいしい給食 

6月5日の給食 

材
料
（
５
人
分
） 

鰺
切
り
身
…
…
…
…
…
５
０
ｇ
５
き
れ

酒
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
大
さ
じ
１

生
姜
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
か
け

片
栗
粉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
適
宜 

揚
げ
油
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
適
宜 

 (

た
れ
の
材
料
） 

酒
…
…
…
…
…
…
…
…
大
さ
じ
１
／
３

醤
油
…
…
…
…
…
…
…
…
…
大
さ
じ
１ 

砂
糖
…
…
…
…
…
…
…
…
大
さ
じ
１
強 

み
り
ん
…
…
…
…
…
…
大
さ
じ
１
／
２ 

水
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
小
さ
じ
１ 

片
栗
粉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
少
々 

ご
ま
…
…
…
…
…
…
…
…
…
大
さ
じ
１ 

 

作
り
方 

１
、
鰺
の
下
味
（
酒
、
シ
ョ
ウ
ガ
汁
）

　
を
付
け
る
。 

２
、
１
に
片
栗
粉
つ
け
て
か
ら
り
と
揚

　
げ
る
。 

３
、
た
れ
を
煮
て
お
く
。 

４
、
２
に
、
３
を
か
ら
め
て
で
き
あ
が

　
る
。 

ひ
と
く
ち
メ
モ 

・
鰺
は
、
今
が
旬
で
す
。
鰺
は
比
較
的

食
べ
や
す
い
魚
で
、
焼
い
た
り
、
煮
た

り
、
フ
ラ
イ
や
ま
た
夏
に
は
、
レ
モ
ン

和
え
の
よ
う
に
酸
味
の
あ
る
料
理
に
も

良
く
合
い
ま
す
。 

・
こ
の
料
理
は
、
鰺
を
か
ら
り
と
揚
げ

る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。 

・
少
し
甘
い
た
れ
を
か
ら
め
て
ご
ま
を

た
っ
ぷ
り
か
け
る
の
が
こ
つ
で
す
。 

・
む
し
む
し
す
る
季
節
に
食
べ
や
す
く

し
て
魚
料
理
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。
そ
の

付
け
合
わ
せ
で
野
菜
も
た
っ
ぷ
り
食
べ

ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
作
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。 

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
…
…
…
…  

タ
ン
パ
ク
質
…
…
5
・

2
g 

脂 

質
…
…
…
…
…
5
・

6
g

鰺のごまだれ 
あじ 
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惜
春
　
　
　
散
り
行
く
花
を
句
に
栞
る
　
　
　
加
藤
　
爽
月

恋
悶
々
　
　
花
便
箋
に
書
き
切
れ
ん
　
　
　
　
紅
谷
　
光
彩

香
煙
　
　
　
疎
遠
を
詫
び
て
数
珠
を
も
む
　
　
西
村
穂
奈
美
 

追
慕
　
　
　
ア
ル
バ
ム
に
亡
き
母
偲
ぶ
　
　
　
桜
井
　
稲
垂
 

茂
り
　
　
　
隣
の
庭
木
垣
根
越
す
　
　
　
　
　
野
中
鈴
の
音
 

お
六
字
　
　
心
の
宝
口
ず
さ
む
　
　
　
　
　
　
矢
島
　
倉
人
 

明
る
い
　
　
良
夜
の
窓
を
閉
め
惜
し
む
　
　
　
山
田
　
美
操
 

秋
寂
び
　
　
つ
る
べ
落
と
し
で
里
暮
れ
る
　
　
井
戸
　
幸
女
 

愛
撫
　
　
　
恋
の
シ
グ
ナ
ル
交
わ
し
合
う
　
　
栗
山
　
里
絵
 

弥
陀
の
灯
　
浮
か
ぶ
お
顔
に
見
せ
ら
れ
る
　
　
村
山
　
栄
香
 

弥
陀
の
灯
　
詠
歌
に
は
げ
む
背
を
照
ら
す
　
　
桜
井
　
稲
垂
 

弥
陀
の
灯
　
貧
富
あ
ま
ね
く
慈
悲
て
ら
す
　
　
矢
島
　
倉
人
 

散
る
紅
葉
　
面
影
織
っ
た
名
残
り
踏
む
　
　
　
井
戸
　
幸
女
 

合
掌
　
　
　
無
我
の
境
地
に
此
の
身
置
く
　
　
山
田
　
美
操
 

合
掌
　
　
　
宅
配
で
濁
酒
届
く
　
　
　
　
　
　
肥
田
　
良
仙
 

一
日
の
終
り
お
遍
路
杖
洗
う
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
紀
子 

簗
谷
山
の
風
育
み
し
熊
谷
草
　
　
　
　
　
　
佐
伯
美
千
代

万
緑
や
木
曽
の
山
並
み
迫
り
く
る
　
　
　
　
名
倉
　
晃
子 

実
梅
取
り
枝
の
離
れ
の
潔
よ
さ
　
　
　
　
　
寺
田
　
島
子 

カ
マ
キ
リ
の
生
ま
れ
る
気
配
半
夏
生
　
　
　
土
屋
　
正
子 

ぎ
り
ぎ
り
の
胸
元
白
き
衣
更
え
　
　
　
　
　
馬
場
　
清
一 

夏
め
く
や
水
郷
め
ぐ
る
櫓
の
き
し
み
　
　
　
馬
場
　
孝
仁 

走
り
梅
雨
虹
一
条
の
置
土
産
　
　
　
　
　
　
村
山
　
智
一 

空
梅
雨
の
ダ
ム
の
水
底
水
す
こ
し
　
　
　
　
若
井
　
国
光 

鳶
の
輪
の
下
は
早
苗
田
峡
無
人
　
　
　
　
　
馬
場
　
周
一 

や

な

だ

に 

「なんだか気分が落ち込んで毎日がつらい。」 

「最近、息子の元気がなくて心配。」「おばあちゃん、最近物忘れが

ひどくなってきたみたい。」など、ご自身やご家族、お知り合いの

方などの心の健康について悩んでいませんか？ 

　下記の日程で精神科専門医師と保健所の保健師が川辺町保健セン

ターにおいて、心の健康相談を行います。秘密は厳守しますので、

ひとりで悩まずお気軽にご相談ください。 

 

【相 談 日】　平成19年7月17日（火） 

【時　　間】　午後2時から 

【場　　所】　川辺町保健センター 

【申込方法】　相談は予約制です。申込時に受付時間を調整します

　　　　　　　ので、必ず事前に電話で川辺町保健センターまたは、

　　　　　　　中濃保健所までご連絡ください。 

 川辺町保健センター　Tel 53－2515（直通） 

 中濃保健所　　　　　Tel 25－3111（内線363） 

（左から地区・出生児・保護者・性別の順） 

 

5月中の届け出                             

＊本人及び届け出を出された方の希
望により掲載しています。 
「掲載を希望される方は、届け出（戸
籍届出・証明書請求など）の際に住
民課窓口に申し出ください。」 
＊敬称略 

（左から地区・死亡者・年齢・性別・世帯主の順） 

 

亡 

出　生 

石　神　　矢倉　ジェラウド  チエゴ 
　＝石神　ﾁｬﾍﾞｽ　ﾃﾞｨｱﾈ　ﾘﾍﾞﾘ　ﾏﾁｱｽ 
石　神　　白村　真由美 
　＝美濃加茂市　　　　前内原　庸介 
西栃井   田原　雅大 
　＝可児市 　　渡邉　香里 
西栃井　　田原　絵美 
　＝白川町　　　　　　大岩　巧 
西栃井　　酒向　真由美 
　＝犬山市　　　　　　溝上　浩司 
福　島   井上　美咲 
　＝岡崎市 　　伊藤　丈博 

結　婚 

人　口……… 11，117人    （28減）  
男………………5，471人    （  3増） 
女………………５，646人    （31減） 
世帯数………３，628世帯  （46増） 
平成19年6月１日現在の人口・世帯数 
（カッコ内は前年同月比） 

丹　羽　光　二          
村　瀬　寛　之           
櫻　井　キヨコ           
水　野　とし子     
笹　川　宗　子      
長谷川　克　己 
肥　田　た　ま     

上川辺　　柴　田　侑　奈　　竜也　　女 

石　神　　佐　伯　京　祐　　宏曉　　男 

中川辺　　中　野　新　菜　　雅也　　女 

中川辺　　園　川　歌　音　　裕介　　男 

中川辺　　神　田　ひなの　　真司　　女 

西栃井　　川　崎　愛　心　　 真    　 女 

西栃井　　　　橋　蒼　弥　　大輔　　男 

比久見　　戸　谷　春　奏　　良田    　女 

比久見　　横　家　溜莉奈　　宏行　　女 

上川辺  
上川辺 
石　神 
中川辺 
中川辺 
福　島 
比久見 

93歳　男　光男 
86歳　男　本人
87歳　女　常雄
84歳   女　本人 
90歳　女　勝久 
64歳   男　本人 
91歳   女　昭男 

ゆうな 

きょうすけ 

にいな 

かいん 

あこ 

そうま 

はるか 

るりな 

死　 

ひとりで悩んでいませんか？ 

～心の健康相談の 
　　　　お知らせ～ 
 

～心の健康相談の 
　　　　お知らせ～ 
 



2KAWABE 2007.7 12

        

　
消
火
活
動
に
要
求
さ
れ
る
「
ホ
ー
ス
を
伸
ば
し
た
り
、
つ
な
い
だ
り
、

水
を
出
し
た
り
」
と
い
う
基
本
的
な
操
作
方
法
を
略
し
て
操
法
と
い
い

ま
す
。
消
防
操
法
大
会
で
は
、
こ
の
基
本
操
作
を
競
技
化
し
て
、
い
か

に
早
く
、
確
実
に
で
き
る
か
を
競
技
タ
イ
ム
と
規
律
審
査
に
よ
っ
て
競

う
大
会
で
す
。 

　
今
年
は
５
月
27
日
（
日
）
に
川
辺
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
３５
回
町

消
防
操
法
大
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
小
型
動
力
ポ
ン
プ
操
法
に
９

チ
ー
ム
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
操
法
に
４
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
日
頃
の

訓
練
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。 

大
会
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
※
敬
称
略 

        第
35
回
川
辺
町
 

消
防
操
法
大
会
結
果
 

 順
　
位
 
 
分
　
団
　
名
　
タ
イ
ム
 

《
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
》
 

優
　
勝
 
第
１
分
団
１
部
Ａ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
46
秒
）
 

準
優
勝
 
第
２
分
団
２
部
Ａ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
46
秒
）
 

３
　
位
 
第
１
分
団
１
部
Ｂ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
47
秒
）
 

４
　
位
 
第
１
分
団
２
部
 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
52
秒
）
 

《
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
》
 

優
　
勝
 
　
第
３
分
団
２
部
Ａ

　
（
第
１
線
57
秒
／
第
２
線
67
秒
） 

準
優
勝
 

第
３
分
団
２
部
Ｂ
 

 

 

 

　
（
第
１
線
59
秒
／
第
２
線
69
秒
） 

            敢
闘
賞
 

区
　
分
 
 
氏
　
　
名
 
　
所
　
属

《
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
》
 

指
揮
者
 
井
戸
　
武
 

　
　
　
　
　
第
１
分
団
１
部
Ａ

１
番
員
 
日
下
部
　
新
吾
 

　
　
　
　
　
第
２
分
団
２
部
Ａ

２
番
員
 
村
山
　
幸
一
 

　
　
　
　
　
第
１
分
団
１
部
Ｂ

３
番
員
 
佐
伯
　
貴
之
 

　
　
　
　
　
第
１
分
団
１
部
Ａ

《
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
》
 

１
番
員
 
高
田
　
健
正
 

　
　
　
　
　
第
３
分
団
２
部
Ｂ

２
番
員
 
高
田
　
茂
 

　
　
　
　
　
第
３
分
団
２
部
Ａ
 

         郡
大
会
出
場
 

　
６
月
17
日
に
七
宗
町
で
行
わ

れ
た
第
51
回
加
茂
郡
消
防
操
法

大
会
に
は
、
昨
年
町
大
会
で
優

勝
し
た
３
分
団
２
部
が
出
場
し

ま
し
た
。
惜
し
く
も
県
大
会
出

場
は
逃
し
ま
し
た
が
、
渡
辺
哲

朗
1
番
員
が
個
人
賞
を
受
賞
す

る
な
ど
町
の
代
表
と
し
て
、
見

事
な
操
法
を
披
露
し
ま
し
た
。
 

 

訓
練
の
成
果
を
披
露

訓
練
の
成
果
を
披
露 
訓
練
の
成
果
を
披
露 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
　
役
場
総
務
企
画
課 

　
　
Tel
５
３
―

2
5
1
1
 

　
　
　
 （
内
線
2
1
3
）
 

小型ポンプ操法の部優勝第1分団1部A

ポンプ車操法の部優勝第3分団2部A

敢闘賞を受賞されたみなさん 
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　参議院議員通常選挙の期日が当初予定されていた7月22日ではなく、7月29日で決定されました。これに

伴い、各種のイベントが日程変更になったり、公共施設の休館日などが変更されます。以下によりご確認く

ださい。なお、詳細は各施設や主催者までお問い合わせください。ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願

いします。 

参議院選挙期日変更に伴うイベント日程 
および公共施設休館日の変更のお知らせ 
参議院選挙期日変更に伴うイベント日程 
および公共施設休館日の変更のお知らせ 

今夏は以下の選挙が予定されています。   

川辺町選挙管理委員会からのお知らせ 

第21回参議院議員通常選挙 
投票日　　　　7月29日（日）　　午前7時～午後8時 

    　　　　　 ※入場券に記載してある投票所で投票してください。 

期日前投票    【期間】  7月13日（金）～7月28日（土）の16日間 

    　　　　　【時間】  午前8時30分～午後8時 

    　　　　　【場所】  川辺町役場3階第3会議室 

開　票　　　　 投票日の午後8時45分から中央公民館大ホールで行います。 

 川辺町議会議員選挙 
告示日　平成19年8月21日（火）　　 

投票日　平成19年8月26日（日） 

立候補者説明会 

【日時】 8月1日（水）午後2時30分～ 

【場所】 中央公民館1Ｆ研修室 

 
詳細は、広報川辺8月号でお知らせします。 

【問い合わせ先】 

　川辺町選挙管理委員会（総務企画課内） 

　TEL53－2511（内線212） 

 

《イベント》 

《公共施設》 

《イベント》 

マリンスポーツフェスティバル 

商工会商品券販売 

7月29日（日） 

午前8時30分～ 

B＆G海洋センター艇庫 

7月28日（土） 

午前9時～（なくなり次第終了） 

中央公民館ロビー 

中止となりました。 

7月21日（土） 

午前9時～（なくなり次第終了） 

中央公民館ロビー 

【当初予定】 【変更後】 

《公共施設》 

中央公民館（図書室を含む） 
北部公民館 

川辺町B＆G海洋センター 

臨時休館日　7月21日（土） 

　　　　　　　  22日（日） 

 

臨時休館日　7月28日（土） 

　　　　　　　  29日（日） 

※7月21・22日は通常どおり 

　開館します。 

 
臨時休館日　7月20日（金） 

　　　　　　　  21日（土） 

　　　　　　　  22日（日） 

 

 

臨時休館日　7月27日（金） 

　　　　　　　  28日（土） 

　　　　　　　  29日（日） 

※7月20・21・22日は通常 

　どおり開館します。 

 

【当初予定】 【変更後】 
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4日（土）　映写会の日 

【8月の主な行事予定】 

〈開 館 時 間〉午前の部　  9: 00～12 :00 

　　　　　　     午後の部　13 :00～17 :00 

　※長期休暇のみ時間がかわります。 

〈閉　 館　 日〉　日曜、祝日、8月13・14・15日 

〈問い合わせ先〉川辺町児童館　TEL 53-4451

〈開 館 時 間〉　9:30～11:30/12:30～16:00  
〈利用対象者〉　0歳～就学前までの児童と保護者 
〈休　館　日〉　土・日曜日、祝日 
〈問い合わせ先〉　子育て支援センター TEL 53－4388

☆子育て相談 

 子育てに関する悩みや不安はありませんか？お気

軽に、ご相談ください。お電話もお待ちしています。 

☆お盆休み…8月13～15日  

☆「プール遊び」…8月31日(金)まで　　　　　　

☆保健師による発育測定・相談・・・8月20日(月)  

●プール遊び期間中の「すくすく・わくわくひろば」

　は、お休みです。 

【8月の主な行事予定】 

予定は、変更になることもあります。 
 

　図書室は、勉強したり、本を読んだり、静かな
空間で過ごすことができます。 
また、児童クラブ室ではドミノやオセロ、テーブ
ルゲームで楽しく遊ぶことができます。 

●詳しくは「川辺町子育て支援センターだより」を

　ご覧ください。 

児童クラブ室、図書室開放 
　　　9：00～17：00まで 

多目的ホール開放 
　　　9：00～17：00まで 

●みなさんも、おともだちを集めて、サークルを始めま
　せんか？気の合った仲間で…新しいお友達作りに…曜
　日を決めて…月に一回だけ…みんなの都合に合わて等、
　どんな活動でもかまいません。 

サークル募集中！ 
 

　夏休みは、多目的ホールを開放しているので、 
１日自由に遊ぶことができます。 

●サークル登録は、子育て支援センター受付にて、毎日行 

　なっています。     

 

みんなでともだちのわを広げましょう！ 

すくすくひろば 
6月は、七夕飾りを
作りました。七夕の
歌をうたった後、赤
ちゃんもお母さんも、
夢中になって、作り
ました。9月は、絵
の具遊びを予定して
います。 

第3保育園と合同避難訓練 
避難した後、保育園
のみんなと一緒に、
救急車を見学しました。
興味のある子は、救
急車に乗せてもらい、
大喜びでした。 
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①｢夏休み期間中（数日）｣ と「リバーサイドフェスティバル」の夜間、巡回活動を行います。 

②青少年の午後10：00以降の徘徊は、事情を聞き、家庭に連絡をとります。 

※岐阜県青少年健全育成条例第28条「保護者は、深夜（午後10時から翌日の午後4時までの間を 

　いう。）にその監護に関わる青少年を外出させないように努めなければならない。」により、補導 

　の対象となります。 

 

（都合により日時などが変更になることもあります。） 

詳しくは役場上下水道課までお問い合せ下さい。 

【問い合わせ先】役場上下水道課　TEL 53-7213 (内線223) 

 

◆イベント 
　　5日（日） ふれあいレガッタ（川辺漕艇場）  
　11日（土） リバーサイドフェスティバル 
　　　　　　花火大会（役場前ほか） 
 
◆保育所・学校行事 
　　4日（土） 親子奉仕作業（川辺北小） 
　23日（木） プール大会（第一保育所）                        
　26日（日） PTA資源回収・奉仕作業（川辺東小） 
　　　　　　親子奉仕作業（川辺北小） 
　29日（水） プール大会（第二保育所） 

◆心配ごと相談 
　15日（水） 9 : 00～12 : 00（やすらぎの家） 
 
◆ごみ収集 
　 7日（火） 燃えないごみ（ガラス） 
　　　　　　 粗大ごみ（燃えるもの） 
　　　　　　 資源ごみ（食用ビン）　 
　 8日・9日・22日・23日  ペットボトル 
　 8日・9日  蛍光管 
　10日・24日  その他プラスチック 
　　　　　　 （朝9時までに提出してください。） 

上下水道課 
からの 
ご案内 

●水洗化人口、世帯…下水道利用者人口（世帯） 
●水洗化率……………下水道整備区域の内の下水道利用割合 
●区域内人口…………下水道整備区域の人口 
 

～下水道区域のくみ取り便所、浄化槽の方は下水道への早期接続をお願いします～ 

　　※下水道への接続工事等に必要な資金の融資あっせん及び利子補給の制度があります。 

　　　対象：使用が可能となってから３年以内の区域（家屋の新築に伴う工事は対象外） 

 

※
お
願
い
 

 

7月は、「青少年の非行問題に取り組む全国強調月間」です。 

川辺町青少年育成町民会議では、 

を行います。ご理解とご協力をお願いします。 

水洗化人口 水洗化世帯 水洗化率 

当 月 末  

前月との比較 

区 域 内 人 口  

5,419人 1,686世帯 64.7% 
 

＋0.9% 
 

+70人 +18世帯 

8,379人 
 

下水道の接続状況 （平成19年5月31日現在） 

川辺町青少年育成町民会議だより 

～地域の力で子どもをはぐくむ～ 

【問い合わせ】川辺町教育委員会　TEL53－2650

　青少年の非行に対する共通の理解と認識を深め、青少年の規範意識の醸成、及び、社会環境 

の浄化を図ります。そのために、諸機関が連携し、青少年の非行防止と保護を徹底します。 
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7月の税 
国民健康保険税　4期 

固定資産税　　　2期 

 
＊納付は便利な口座振替で 

納期限　7月31日まで 

第
18
回
岐
阜
県
畜
産
フ
ェ

ア
開
催
の
お
知
ら
せ  

　
第
１８
回
岐
阜
県
畜
産
フ
ェ
ア
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
夏
休
み
の
思
い

出
づ
く
り
と
し
て
、
標
高
７
０
０

ｍ
の
涼
風
の
な
か
、
岐
阜
県
の
畜

産
物
、
特
産
品
が
い
っ
ぱ
い
の
フ

ェ
ア
で
、
ゆ
っ
く
り
牧
場
体
験
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

【
日
時
】 

平
成
19
年
７
月
28
日
（
土
） 

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時 

平
成
19
年
７
月
29
日
（
日
） 

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時 

【
場
所
】 

岐
阜
県
東
濃
牧
場 

恵
那
市
長
島
町
鍋
山
４-
６
６ 

【
内
容
】 

・
飛
騨
牛
の
試
食 

・
県
産
豚
の
試
食 

・
地
鶏
・
鶏
卵
の
販
売 

・
県
内
産
豚
肉
の
試
食 

・
乳
牛
の
乳
搾
り
体
験 

・
小
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い 

・
ポ
ニ
ー
乗
馬
体
験 

・
畜
産
○
×
ク
イ
ズ 

・
特
産
品
の
販
売
　
な
ど 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

社
団
法
人
岐
阜
県
畜
産
セ
ン
タ
ー

　
０
５
８
―
２
７
３
―
１
１
１
１ 

  

「
多
重
債
務
１
１
０
番
」 

　
県
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
は
、

多
く
の
「
多
重
債
務
」
に
関
す
る

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
、
多
重
債
務
者
の
支
援

の
一
助
と
す
る
た
め
に
、
県
弁
護

士
会
、
県
司
法
書
士
会
の
ご
協
力

を
得
て
、
各
偶
数
月
第
２
土
曜
日

に
無
料
相
談
会
「
多
重
債
務
１
１

０
番
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

【
日
時
】 

平
成
19
年
８
月
11
日
（
土
） 

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時 

【
相
談
対
応
】 

弁
護
士
、
司
法
書
士
、
県
消
費
生

活
相
談
員 

【
相
談
方
法
】
　 

① 

面
接
相
談 

・
30
分
予
約
制
（
先
着
10
名
） 

・
予
約
受
付
　
４
月
１
日
か
ら
土

　
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午

　
後
５
時
15
分 

　
０
５
８
―
２
７
７
―
１
０
０
３ 

岐
阜
県
県
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー 

・
場
所
　
岐
阜
県
県
民
生
活
相
談

　
セ
ン
タ
ー 

（
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
内
） 

② 

電
話
相
談 

・
当
日
時
間
内
に
直
接
お
電
話
く

　
だ
さ
い
。 

　
０
５
８
―
２
７
７
―
１
０
０
３ 

・
注
意
事
項
　
当
日
は
多
重
債
務

以
外
の
相
談
の
受
付
は
行
い
ま
せ

ん
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

岐
阜
県
環
境
生
活
政
策
課 

　
０
５
８
―
２
７
２
―
１
１
１
１ 

 

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集 

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
に
よ
り
授
業
を
行
う
通
信
制
の

大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
の
大
学

卒
業
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
、
退
職

後
の
生
き
が
い
づ
く
り
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
の

方
が
学
ん
で
い
ま
す
。 

た
だ
い
ま
平
成
19
年
10
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
資

料
を
無
料
で
送
付
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 

 

【
募
集
学
生
の
種
類
】 

教
養
学
部 

・
科
目
履
修
生
（
６
か
月
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
） 

・
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
） 

・
全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
在
学

し
、
学
士
の
学
位
の
習
得
を
目
指

す
） 

大
学
院 

・
修
士
科
目
生
（
６
か
月
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
） 

・
修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
） 

【
受
付
締
切
】 

平
成
１９
年
８
月
１５
日
（
水
） 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

放
送
大
学
岐
阜
学
習
セ
ン
タ
ー
（
ふ

れ
あ
い
会
館
内
） 

　
０
５
８
―
２
７
３
―
９
６
１
４ 

 

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ 

発
売
の
お
知
ら
せ  

　
平
成
１９
年
度
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
が
、
７
月
１９
日
（
木
）
か

ら
８
月
７
日
（
火
）
ま
で
全
国
の

宝
く
じ
売
り
場
な
ど
で
販
売
さ
れ

ま
す
。
抽
せ
ん
日
は
８
月
１６
日（
木
）

で
、
支
払
開
始
日
は
８
月
２１
日（
火
）

か
ら
と
な
り
ま
す
。
こ
の
宝
く
じ

の
収
益
金
の
一
部
は
、
市
町
村
の

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

使
わ
れ
ま
す
。
な
お
、
昨
年
発
売

の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
時

効
（
平
成
１９
年
８
月
１５
日
（
水
））

が
迫
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

 

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動 

　
県
下
で
は
「
ゆ
ず
り
あ
う
心
で

夏
の
交
通
事
故
防
止
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
７
月
11
日
か
ら
20
日
ま
で
、

夏
の
県
民
安
全
運
動
を
実
施
し
ま 

す
。
夏
場
を
迎
え
、
暑
さ
に
よ
る
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疲
労
や
行
楽
地
へ
の
遠
出
に
伴
う

交
通
事
故
の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
い
つ
も
以
上
に
交
通
事
故
防

止
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

 

無
料
法
律
相
談
の
お
知
ら
せ 

　
中
濃
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
が
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
予
約
制
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
必
ず
予
約
を
し
て
か

ら
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】 

平
成
19
年
７
月
22
日
（
日
） 

　
午
後
1
時
〜
午
後
４
時 

【
場
所
】 

川
辺
町
中
央
公
民
館
　
　
　
　
　

　
第
２
研
修
室 

【
相
談
内
容
】 

・
不
動
産
登
記 

・
商
業
登
記 

・
多
重
債
務 

・
裁
判
事
務 

・
成
年
後
見 

・
そ
の
他 

【
相
談
時
間
】 

１
相
談
に
つ
き
40
分
以
内 

【
定
員
】 

12
人
（
先
着
順
） 

【
予
約
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先
】 

中
濃
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ

ー 　
０
５
８
―
２
４
８
―
１
７
１
５ 

（
平
日
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
ま

で
） 

 

指
定
金
融
機
関
の
変
更 

　
７
月
１
日
か
ら
町
の
指
定
す
る

金
融
機
関
が
変
わ
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
町
民

の
み
な
さ
ん
が
町
民
税
等
の
公
金

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
金
融
機

関
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
今

ま
で
ど
お
り
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
金
融
機
関

は
全
店
舗
を
指
定
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
本
店
支
店
を
問
わ
ず
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。
郵
便
局
に
つ

い
て
は
日
本
郵
政
公
社
東
海
支
社

管
内
の
郵
便
局
で
あ
れ
ば
ど
こ
で

も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。 

【
町
の
指
定
金
融
機
関
】 

　
東
濃
信
用
金
庫 

（
変
更
前
　
大
垣
共
立
銀
行
） 

【
町
の
指
定
代
理
金
融
機
関
】 

　
大
垣
共
立
銀
行 

（
変
更
前
　
東
濃
信
用
金
庫
） 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

役
場
会
計
室
　 

　
５
３
―
７
２
１
１ 

       

自
衛
官
の
募
集
　 

　
防
衛
庁
で
は
、
来
春
3
月
採
用

の
自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
、
試
験
日
程
等
は
次
の

と
お
り
で
す
。 

                        

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

自
衛
隊
美
濃
加
茂
事
務
所
　 

　
2
5
―
7
4
9
5

　5月25日に加茂署から暴力団などの反社会勢力による行政への不当要求を排除を排除するよう呼びか

ける要望書が川辺町長に手渡されました。 

　不当要求とは、反社会勢力が行政に対して威力を背景に図書の購入や法外な補償、工事の計画変更、

下請けへの参入などを要求する行為のことで、４月に発生した長崎市長銃撃事件も公共工事受注の不

調が原因の一つに挙げられています。 

　このような不当要求が川辺町にあった場合は、断固拒絶するとともに、「担当者任せにしない」「隠

　　　　　　　　　　　　　すな、我慢するな」を原則として組織的に対応していくこと、また直ち

　　　　　　　　　　　　　　　　　に警察に届け出をするなど警察との連携を強化していくことを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　確認しました。 

行政に対する不当要求に「ＮＯ」 

募集種目 応募資格 受付期間 1次試験 

一般曹候補生 

航空学生 

9月17日 

9月22日 

看護学生 

防衛大学校学生 

防衛医科大学校学生 

10月14日 

11月10日・11日 

11月3日・4日 

2等陸海空士（男子） 

2等陸海空士（女子） 

受付時お知らせします。 

9月25日 

随時受付 

8月1日～9月7日 

18歳以上27歳未満 
8月1日～9月7日 

9月7日～9月28日 

高卒（見込含）21歳未満 

高卒（見込含）24歳未満 

高卒（見込含）21歳未満 

18歳以上27歳未満 

【問い合わせ先】 

　役場総務企画課 

　TEL 53-2511（内線212） 
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町　章 

平成19年7月5日号　Vol.457

その23

　
江
戸
時
代
（
１
６
０
３
〜
）

の
一
般
の
人
び
と
の
生
活
の
中
で
、

観
音
霊
場
の
巡
礼
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
霊
場
に
参
詣
す
る
と
、

功
徳
が
得
ら
れ
る
と
い
う
信
仰

で
し
た
。
 

　
霊
場
巡
拝
も
重
要
な
こ
と
で

す
が
、
別
の
見
方
か
ら
は
、
こ

の
巡
礼
は
数
少
な
い
一
般
の
人

び
と
の
旅
行
で
あ
り
、
一
種
の

開
放
感
を
味
わ
え
る
楽
し
み
で

も
あ
り
ま
し
た
。
 

　
美
濃
巡
礼
三
十
三
番
礼
所
は
、

武
儀
郡
の
白
谷
（
板
取
）
を
一

番
と
し
て
、
山
県
・
安
八
・
不

破
郡
よ
り
厚
見
郡
に
入
り
、
さ

ら
に
山
県
郡
か
ら
各
務
・
武
儀
・

加
茂
・
可
児
郡
へ
、
そ
し
て
最

後
に
関
の
新
長
谷
寺
（
吉
田
観
音
）

が
三
十
三
番
と
し
て
終
わ
る
順

路
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
　
 

　
そ
の
う
ち
、
巡
礼
二
十
七
番

礼
所
は
、
麻
生
寺
（
下
麻
生
）

で
し
た
。
麻
生
寺
は
、
当
初
真

蔵
院
境
内
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、

広
大
な
寺
域
を
誇
っ
て
い
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
京
都
聖
護
院
の
末
寺
と
し
て
、

水
月
山
麻
生
寺
と
称
し
、
本
尊

は
如
意
輪
観
世
音
菩
薩
で
す
。

永
正
２
年
（
１
５
０
５
）
２
月
、

玄
正
と
い
う
僧
に
よ
っ
て
、
創

建
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
天
正
１０
年
（
１
５
８
２
）
９

月
に
は
、
当
時
の
下
麻
生
城
主
、

井
戸
七
郎
彦
兵
衛
に
よ
っ
て
、

再
建
さ
れ
た
と
の
記
録
が
あ
り

ま
す
。
 

　
江
戸
時
代
に
は
、
美
濃
巡
礼

二
十
七
番
礼
所
と
し
て
、
多
く

の
人
び
と
の
信
仰
を
集
め
、
巡

礼
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

江
戸
時
代
末
期
に
は
、
し
だ
い

に
衰
え
、
や
が
て
、
ほ
か
の
礼

所
と
同
じ
よ
う
に
、
廃
寺
の
運

命
を
辿
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。
 

　
以
前
の
広
大
な
境
内
を
推
察

す
る
す
べ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
現

在
で
は
、
西
国
三
十
三
観
音
像
や
、

役
行
者
な
ど
の
石
造
物
が
安
置

さ
れ
て
い
て
、
往
古
の
面
影
を

残
し
て
い
ま
す
。
 

 
 

 
　
　
　
川
辺
町
文
化
財
調
査
室
 

　
　
　
　
　
　
　
　
 
木
下
尚
年
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N
H
K
キ
ャ
ス
タ
ー
の
加
賀
美

幸
子
さ
ん
が
表
題
の
エ
ッ
セ
イ
を

町
村
週
報
２
５
９
１
号
に
発
表
さ

れ
て
い
ま
す
。
お
も
し
ろ
い
文
章

で
し
た
の
で
、
以
下
に
ご
紹
介
し

ま
す
。 

 

　
日
本
を
代
表
す
る
美
女
と
い
え

ば
、
山
本
富
士
子
さ
ん
の
名
を
挙

げ
る
人
が
多
い
。
（
中
略
） 

　
私
が
担
当
す
る
「
ラ
ジ
オ
深
夜

便
・
輝
け
熟
年
」
に
今
年
最
初
に

登
場
し
て
く
だ
さ
っ
た
山
本
富
士

子
さ
ん
。
そ
の
美
し
さ
は
、
ま
ず

言
葉
に
あ
っ
た
。
ひ
と
際
整
っ
た

姿
形
は
言
わ
ず
も
が
な
の
こ
と
だ

が
、
お
話
の
内
容
と
い
い
、
声
と

い
い
、
言
葉
の
一
つ
一
つ
と
い
い
、

あ
の
美
し
い
姿
形
を
凌
ぐ
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、

想
像
し
て
頂
け
る
と
思
う
。
映
画

や
舞
台
で
知
る
人
た
ち
も
、
ラ
ジ

オ
で
の
身
近
な
言
葉
に
、
改
め
て

魅
了
さ
れ
、
多
く
の
反
響
が
私
の

手
元
に
届
い
た
。
「
大
女
優
な
の

に
何
と
謙
虚
で
自
然
」
等
々
。
山

本
さ
ん
は
深
く
明
快
な
言
葉
で
語

っ
て
下
さ
っ
た
。
「
女
優
の
仕
事

は
た
え
ず
自
分
を
磨
い
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
仕
事
は
非
凡

で
あ
り
た
い
が
、
普
段
の
自
分
は

平
凡
で
あ
り
た
い
・
・
・
。
」 

　
ご
家
庭
で
は
料
理
は
勿
論
、
家

事
全
般
、
見
事
に
こ
な
さ
れ
る
大

主
婦
で
も
あ
る
。
「
５０
年
に
及
ぶ

芸
能
生
活
・
・
・
」
と
私
が
不
覚

に
も
申
し
上
げ
た
ら
、
す
ぐ
「
芸

能
と
い
う
よ
り
生
き
て
き
た
道
の

り
」
と
訂
正
さ
れ
た
富
士
子
さ
ん
。

言
葉
の
捉
え
方
に
ま
じ
め
な
生
き

方
が
そ
の
ま
ま
見
え
て
、
嬉
し
く

な
る
。
ど
こ
か
ら
拝
見
し
て
も
変

わ
ら
ず
美
し
い
富
士
子
さ
ん
。
「
人

は
年
を
重
ね
た
だ
け
で
は
老
い
な

い
。
理
想
を
失
う
と
き
初
め
て
老

い
る
」
と
い
う
S
・
ウ
ル
マ
ン
の

詩
が
好
き
で
、
お
財
布
に
入
れ
て

持
ち
歩
い
て
い
る
と
い
う
。
（
後

略
） 

 

　
昭
和
６
年
生
ま
れ
の
大
女
優
・

山
本
富
士
子
さ
ん
の
美
し
い
生
き

方
、
謙
虚
で
ま
じ
め
な
お
人
柄
に

ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も

幸
せ
な
気
分
に
な
り
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
川
辺
町
長
　
佐
藤
光
宏 
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